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１．登載対象コンテンツの拡大について

２．Web登載機能について

３．その他関連する取り組みについて
・NII-ELS公開刊行物の受け入れ
・ファンド情報等の書誌項目の追加



2012年 J-STAGE3
Journal@rchiveサイトとの統合、デザイン・
ユーザーインターフェースの刷新、データ
形式を国際標準であるXML方式へ移行、
購読・販売管理機能の強化などの改革を
実施

2015年11月 登載対象コンテンツ拡大
2016年 ELSデータ移行を開始

J-STAGEの来歴
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1999年 J-STAGE

ジャーナルの電子化による情報の発信と流通の迅速化を

目的としたプラットフォームとしてサービスを開始

2003年 J-STAGE2
横断検索機能、My J-STAGE機能、早期公開、全文HTML公開などの機能を追加

2005年～
2011年

学協会誌について創刊号まで
遡って電子化し、169万論文を公開

国立情報学研究所
電子図書館事業
(NII-ELS)の終了
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コンテンツ拡大・Web登載機能追加の目的
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J-STAGEは、1999年のサービス開始以来、主に査読付き論文誌を登載コンテンツ
の中心としてきました。

この登載コンテンツに関するサービス方針を新たにし、2015年11月末より従来の

査読付き論文誌に加え、査読のない論文誌、会議論文・要旨集、研究報告書・技術
報告書等を登載対象としました。これにより日本の幅広い科学技術刊行物※の電子
化と流通促進を図ります。

※科学技術刊行物には、人文科学・社会科学に関する刊行物も含みます。

登載対象コンテンツの拡大

Web登載機能の追加

登載対象コンテンツの拡大にあわせ、簡単な操作で記事を登載することができる
Web登載機能を追加しました。Web登載機能では、１記事ずつWeb画面から書誌事
項を入力し、記事本文のPDFファイルを指定することで記事の公開を行います。従
来のXMLファイルを必要としないため、 Web登載機能によりJ-STAGEの利用が開始し
やすくなるとともに、記事数の少ない刊行物が簡便に登載できるようになりました。



資料種別 資料例 アイコン

1. ジャーナル 原著論文を主たる記事としている雑誌

2. 研究報告・
技術報告

企業が刊行する技報（研究報告、技術報告等）
や、大学紀要、研究所報告など

3. 会議論文・
要旨集

会議論文集、要旨集、予稿集、概要集など

4. 解説誌・
一般情報誌

一般向けの科学技術理解増進のための啓蒙的
記事を掲載したものや業界ニュース誌など

5. その他 調査資料・統計資料など
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J-STAGEの登載対象コンテンツを、以下の５種類に拡大しました。

新規追加

登載対象コンテンツの拡大
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資料種別のJ-STAGE公開画面表示

絞り込み検索に資料種
別を追加

資料名に資料種別
アイコンを表示

当該記事が収録されている
資料の種別アイコンを表示書誌画面資料一覧画面

対象コンテンツ拡大により、さまざまな資料がJ-STAGEに登載されるようになったため、
公開画面に資料種別を表示するようにしました。

登載対象コンテンツの拡大

※J-STAGEお申し込み時に資料種別を申請頂き、JSTが設定を行います。
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資料の査読表示

査読付き論文を掲載する資料には、査読アイコンが表示されます。
また、資料の検索時に”査読あり“の条件で検索ができるようになりました。

※資料の査読あり/なしは、J-STAGEお申し込み時に査読体制等をご提出頂くことで、JSTが設定を行います。

登載対象コンテンツの拡大
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Web登載機能の追加

簡単な操作で記事を登載することができるWeb登載機能を追加しました。

機能 特徴

XML登載機能 XMLを利用して記事を登載する機能です。
複数の記事を一度にアップロードすることができます。

アップロードした記事の修正、セクション作成、記事表示順の
設定、早期公開など、Web登載機能にはない詳細な設定が
可能です。

Web登載機能 １記事ずつ書誌事項をWeb画面へ入力して記事を登載する
機能です。
XMLファイルを必要とせず、簡易に記事の登載を行うことが
できます。記事数の少ない資料に向いています。
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新規追加

Web登載機能により、J-STAGEの利用が開始しやすくなるとともに、記事数の
少ない刊行物の運営などが簡便に行えるようになりました。



サービス選択について

いつも使うサービス
を選択することで、
次回ログイン時以降
のサービス選択が
省略可能となります。

XML登載サービストップへ
移動します
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編集登載系サービスへのログイン後、XML 登載サービスとWeb 登載サービスの選択をします。

サービス選択画面

Web登載サービストップへ
移動します

Web登載機能の追加



１記事ずつ書誌事項をWeb画面へ入力し、記事本文のPDFファイルを指定することで公開
に必要な入力が完了します。

Web登載機能の入力イメージ

タブで入力項目を
切替

巻号情報は、記事の
入力から自動生成

記事本文のPDFファイ
ルを指定

入力ガイダンス
を表示

書誌事項を
１項目ずつ
入力

11

Web登載機能の追加
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NII-ELS公開刊行物データのJ-STAGE移行
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国立情報学研究所電子図書館事業(NII-ELS)の終了に伴い、NII-ELS掲載誌の
J-STAGEへの受け入れを行います。JSTはNIIと連携し、データ移行をスムーズ
に行うための支援を行います。

記事データの移行は、お申し込み、カレント誌※の記事のJ-STAGE初回公開後、
平成28年6月末より順次行う予定です。

（※カレント誌： 最新記事・論文等を逐次発表している刊行物）



書誌項目の追加
著者の識別子であるe-Rad研究者番号・ORCID iD、助成金を受けた論文の
ファンド情報、会議情報等の書誌項目が追加され、登録・公開が可能となりました。

14

ファンド情報

会議情報

ORCID

e-Rad研究者番号

著者を特定する固有ID

FundRef ID

※ORCIDは世界中の研究者に対する固有の識別子（ORCID iD）の付与を目的とする非営利団体です。（ http://orcid.org/ ）
※FundRefはCrossRefが運営する研究助成金の情報収集、公開を行うサービスです。http://www.crossref.org/fundref/ ）

新規追加



まとめ

15

・2015年11月末より、J-STAGEの登載対象コンテンツを拡大しました。

・簡単な操作で記事を登載することができるWeb登載機能が追加され、
J-STAGEの利用が開始しやすく、記事数の少ない刊行物の登載が
簡便に行えるようになりました。

質問会ブースのご案内
・J-STAGEの搭載コンテンツに関する質問
・Web登載機能の利用に関する質問
・NII-ELS移行についての相談 など

J-STAGEは今後も、日本の幅広い科学技術刊行物の
電子化と流通促進を図ります

ご静聴ありがとうございました

ブース②
にて承ります


